








目的 

小児期を通じてみられる1つの反応を詳細に検討することは,発達の成熟過程をみる1つの

手掛りとなるばかりでなく,発達診断に有用である。この反応の 1 つとして Traction 

Response をとりあげ臨床的,表面筋電図学的に正常,異常小児の成熟過程を研究し,脳傷害

児の早期診断に役立てることを目的とした。53 年度は正常児に対し 54 年度は異常児を対

称とした 


